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長者屋敷官衙遺跡とは？

これまで確認した遺構

令和 5年 3月 18 日（土）　史跡長者屋敷官衙遺跡
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溝状遺構（S-12）

四面廂掘立柱建物
9×5間（身舎7×3間）
桁行21ｍ×梁行11ｍ
面積231㎡

雨落ち溝（旧）

S-1

雨落ち溝（新）

令和４年度調査区　おもな遺構（1：250）

八並城堀

21区

22区１トレンチ

22区2トレンチ
22区3トレンチ

22区4トレンチ

四面廂建物

今回発見の意義

表　九州の官衙で発見された 200 ㎡を超える四面廂建物

表は小澤太郎 2012「西海道における四面廂建物の様相」『第 15
回古代官衙・集落研究会報告書　四面廂建物を考える　報告編』
より、面積 200 ㎡以上の建物を抜粋し、今回発見された建物を
加えて作成したもの。郡衙関係では 1、2番の規模である。

箱崎和久 2012「身舎外周柱列の解釈と上部構造」『第
15　　回古代官衙・集落研究会報告書　四面廂建物を
考える　報告編』より転載

図　四面廂建物の基本構造


